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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府や日銀による財政・金融政策の継続を背景に、企業収益

の拡大や個人消費に回復の兆しが見られるなど、緩やかな上昇基調にて推移いたしました。しかしながら一方で

は、円安による原材料価格の高騰や世界経済の失速など、先行き不透明な要素も見られました。 

 このような環境下、寮事業におきましては、社員寮ニーズの増加等もあり期初稼働率97.3％（前年比0.1ポイン

ト増）と好調にスタートいたしました。ホテル事業におきましては、ドーミーイン（ビジネスホテル）事業、リゾ

ート（リゾートホテル）事業共に、国内旅行者やインバウンド需要の増加が引き続き追い風となり、高稼働にて推

移いたしました。 

 この結果、当第１四半期連結累計期間における経営成績は、売上高28,744百万円（前年同期比12.7％増）とな

り、営業利益1,854百万円（前年同期比68.2％増）、経常利益1,630百万円（前年同期比78.4％増）、親会社株主に

帰属する四半期純利益944百万円（前年同期比71.1％増）と大幅な増収増益基調にて推移いたしました。 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

①寮事業 

 寮事業では、期初稼働率97.3％（前年比0.1ポイント増）と前期を上回る期初稼働率にて好調にスタートし、

６月末現在の稼働契約者数は33,345名（前年同期に比べ1,559名増）となりました。また、当第１四半期連結累

計期間におきましては、学生寮事業が堅調に推移したことに加え、社員寮事業において新入社員の増加や、新た

に寮制度を導入される企業が増加したことにより、大幅に契約数が増加いたしました。 

 この結果、売上高は11,221百万円（前年同期比4.1％増）となり、営業利益につきましては、１棟単位での徹

底したコストコントロールを引き続き実施した結果、1,489百万円（前年同期比16.1％増）となりました。 

 

②ホテル事業 

 ドーミーイン事業では、韓国で３月にオープンいたしました「Ｄｏｒｍｙ Ｉｎｎ ＰＲＥＭＩＵＭ ＳＥＯ

ＵＬ Ｇａｒｏｓｕｇｉｌ（カロスキル）」がＭＥＲＳ拡大の影響を若干受けたものの、日本国内で当第１四半

期連結累計期間にオープンいたしました「天然温泉 錦鯱の湯 ドーミーインＰＲＥＭＩＵＭ名古屋栄」「徒士

の湯 ドーミーイン上野・御徒町」が好調に推移し、また、既存の事業所においてもインバウンドをはじめ多く

のお客様にご利用いただき、高稼働にて推移いたしました。 

 リゾート事業では、箱根山の噴火警戒レベル引き上げによる懸念材料がありましたが、全体で前年同期を上回

る高稼働にて推移したほか、稼働状況に応じた柔軟な人員配置をすることにより、稼働率の変化に対応したコス

ト管理を実施いたしました。 

 この結果、売上高11,724百万円（前年同期比11.0％増）となり、営業利益につきましては934百万円（前年同

期比92.6％増）となりました。営業利益の大幅な増加要因といたしまして、前年同期に一部事業所において実施

いたしましたリニューアル工事との比較による影響もありますが、この影響を除いても大幅な増益傾向となって

おります。なお、当期におきましては、第２四半期連結会計期間にて一部リニューアル工事を予定しておりま

す。 

 

③総合ビルマネジメント事業 

 総合ビルマネジメント事業では、前期における賃貸物件の取得及びビルマネジメント部門の案件増加に伴い増

収増益となりました。この結果、売上高2,706百万円（前年同期比6.7％増）、営業利益21百万円（前年同期に比

べ23百万円増益）となりました。 

 

④フーズ事業 

 フーズ事業では、個人消費の回復を受け増収となりましたが、新規出店費用等の影響により営業減益となりま

した。この結果、売上高1,301百万円（前年同期比2.2％増）、営業損失21百万円（前年同期に比べ10百万円減

益）となりました。 

 

⑤デベロップメント事業 

 デベロップメント事業では、開発原価は依然として高止まりの状況が続いておりますが、ホテル開発の受注増

加に伴い増収増益となりました。この結果、売上高は2,948百万円（前年同期比263.5％増）となり、営業利益は

58百万円（前年同期に比べ78百万円増益）となりました。 
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⑥その他事業 

 その他事業は、ウェルネスライフ事業（高齢者向け住宅の管理運営事業）、ＰＫＰ事業（自治体向け業務受託

事業）、単身生活者支援事業及び保険代理店事業、総合人材サービス事業、融資事業及び事務代行業でありま

す。これらの事業の合計は、売上高2,867百万円（前年同期比30.7％増）、営業損失23百万円（前年同期に比べ

74百万円増益）となりました。増収増益の主な要因は、ＰＫＰ事業の拡大と効率化に伴う採算性の改善によるも

のであります。 

 

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、140,625百万円となり、前連結会計年度末に比べ875百万円の

増加となりました。主な要因は、仕掛販売用不動産、建物及び構築物の増加などによるものであります。

 

（負債）

 当第１四半期連結会計期間末における負債は、88,330百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,506百万円の

減少となりました。主な要因は、転換社債型新株予約権付社債の権利行使による減少などによるものでありま

す。

 

（純資産）

 当第１四半期連結会計期間末における純資産は、52,295百万円となり、前連結会計年度末に比べ5,381百万円

の増加となりました。主な要因は、資本金、資本剰余金の増加などによるものであります。

 この結果、自己資本比率は37.2％となり、前連結会計年度末に比べ3.6ポイントの増加となりました。 

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、平成27年５月15日の「平成27年３月期 決算短信」で公表いたしました第２四半

期連結累計期間及び通期の連結業績予想に現在のところ変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただ

し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く場合には、法定実効税率を使用する方

法によっております。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当

社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用と

して計上する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合につい

ては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四

半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更を行っておりま

す。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結

財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）

及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の

期首時点から将来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 16,115 15,560 

受取手形及び売掛金 6,841 5,391 

販売用不動産 1,007 1,055 

仕掛販売用不動産 706 1,839 

未成工事支出金 514 463 

その他 6,295 6,395 

貸倒引当金 △24 △24 

流動資産合計 31,457 30,682 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 32,999 33,970 

土地 28,704 29,073 

建設仮勘定 8,943 9,588 

その他（純額） 1,618 1,808 

有形固定資産合計 72,265 74,440 

無形固定資産 1,818 1,824 

投資その他の資産    

投資有価証券 6,142 5,209 

差入保証金 11,874 11,805 

敷金 9,240 9,268 

その他 7,038 7,485 

貸倒引当金 △189 △190 

投資その他の資産合計 34,105 33,578 

固定資産合計 108,190 109,843 

繰延資産 103 99 

資産合計 139,750 140,625 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 5,238 3,527 

短期借入金 15,760 22,660 

1年内償還予定の社債 1,350 1,350 

未払法人税等 1,648 708 

前受金 12,031 10,208 

賞与引当金 1,270 370 

役員賞与引当金 327 92 

完成工事補償引当金 8 8 

ポイント引当金 9 9 

その他 9,946 11,485 

流動負債合計 47,590 50,421 

固定負債    

社債 6,950 6,625 

転換社債型新株予約権付社債 7,253 2,423 

長期借入金 25,512 23,271 

役員退職慰労引当金 307 291 

ポイント引当金 24 28 

退職給付に係る負債 1,042 1,046 

その他 4,155 4,222 

固定負債合計 45,246 37,909 

負債合計 92,836 88,330 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,136 6,747 

資本剰余金 9,313 11,601 

利益剰余金 32,670 33,230 

自己株式 △1,109 △243 

株主資本合計 46,011 51,335 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 747 826 

為替換算調整勘定 120 104 

退職給付に係る調整累計額 34 28 

その他の包括利益累計額合計 902 959 

純資産合計 46,913 52,295 

負債純資産合計 139,750 140,625 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 25,513 28,744 

売上原価 20,737 22,789 

売上総利益 4,775 5,955 

販売費及び一般管理費 3,673 4,100 

営業利益 1,102 1,854 

営業外収益    

受取利息 18 58 

受取配当金 21 21 

その他 112 39 

営業外収益合計 152 119 

営業外費用    

支払利息 228 200 

その他 112 142 

営業外費用合計 340 342 

経常利益 914 1,630 

特別損失    

固定資産売却損 17 － 

特別損失合計 17 － 

税金等調整前四半期純利益 897 1,630 

法人税等 345 686 

四半期純利益 551 944 

親会社株主に帰属する四半期純利益 551 944 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

四半期純利益 551 944 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 67 79 

為替換算調整勘定 15 △16 

退職給付に係る調整額 △4 △5 

その他の包括利益合計 77 56 

四半期包括利益 629 1,001 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 629 1,001 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当第１四半期連結累計期間において、転換社債型新株予約権付社債に係る新株予約権の行使に伴い、資本金1,610

百万円、資本剰余金2,288百万円がそれぞれ増加し、自己株式930百万円が減少しております。この結果、当第１四半

期連結会計期間末において、資本金6,747百万円、資本剰余金11,601百万円及び自己株式243百万円となっておりま

す。

 

 

（セグメント情報等）

セグメント情報

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                  （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

  寮 ホテル 
総合ビル 
マネジメ 

ント 
フーズ 

デベロッ 
プメント 計 

売上高                    

外部顧客への売上高 10,717 10,536 1,390 376 405 23,427 2,086 25,513 － 25,513 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
59 23 1,147 896 405 2,531 108 2,639 △2,639 － 

計 10,776 10,560 2,537 1,272 811 25,959 2,194 28,153 △2,639 25,513 

セグメント利益 

又は損失（△） 
1,282 485 △2 △10 △19 1,734 △97 1,636 △534 1,102 

 （注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ウェルネスライフ事業（高

齢者向け住宅の管理運営事業）、ＰＫＰ事業（自治体向け業務受託事業）、単身生活者支援事業及び保

険代理店事業、総合人材サービス事業、融資事業及び事務代行業、その他の付帯事業を含んでおりま

す。

２．セグメント利益又は損失の調整額△534百万円には、セグメント間取引消去△10百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△523百万円が含まれております。全社費用は主に本社の財務経理部等

の管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                  （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

  寮 ホテル 
総合ビル 
マネジメ 

ント 
フーズ 

デベロッ 
プメント 計 

売上高                    

外部顧客への売上高 11,166 11,706 1,594 415 1,111 25,993 2,750 28,744 － 28,744 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
55 17 1,112 886 1,837 3,909 117 4,026 △4,026 － 

計 11,221 11,724 2,706 1,301 2,948 29,902 2,867 32,770 △4,026 28,744 

セグメント利益 

又は損失（△） 
1,489 934 21 △21 58 2,481 △23 2,457 △603 1,854 

 （注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ウェルネスライフ事業（高

齢者向け住宅の管理運営事業）、ＰＫＰ事業（自治体向け業務受託事業）、単身生活者支援事業及び保

険代理店事業、総合人材サービス事業、融資事業及び事務代行業、その他の付帯事業を含んでおりま

す。

２．セグメント利益又は損失の調整額△603百万円には、セグメント間取引消去△23百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△580百万円が含まれております。全社費用は主に本社の財務経理部等

の管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

 

- 10 -

㈱共立メンテナンス（9616）平成28年３月期　第１四半期決算短信


